
幼虫識別に用いる主な部位及び解説

【前胸Ⅼ刺毛】（図１、２）
前胸側面、気門前方に生じる刺毛で、ツマジロクサヨトウを含

むヤガ科では２本ある。通常、この２本の基部のソケット（毛穴）
を結ぶ線が体軸に対してほぼ垂直であるが（図１）、一部のグ
ループ（タバコガ亜科）では斜め45度もしくはほぼ平行に位置
する（図２）。刺毛はしばしば脱落するので、確認できない場合
は反対の側面を調べるか、ソケットで確認する。

【第８腹節】（図３）
背面に２対ある刺毛基板（表

皮に比べてやや硬化し、通常
着色する部分）と気門長（気門
の前後の径）を比較する。刺毛
基板が着色しない場合、見落
としやすいので注意すること。
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【表皮】（図４～６）
表皮の構造は種や齢により異なる。左から顆粒状（表皮に細かい顆粒を有する：図４）、微刺状

（表皮に細かいトゲを有する：図５）及び滑らか（表皮に顆粒やトゲを持たない：図６）。通常、40～
100倍程度の倍率で確認できる。
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１齢幼虫

【ツマジロクサヨトウ】

頭幅0.3mm程度。地色は白色でふ化直後は多少暗色（図１、２）、目立った斑紋を欠く。
摂食後はやや緑色となるという。頭部は黒色。腹部背側面の刺毛基板は黒色でよく目立
つ（図３）。前胸L刺毛２本は体軸に対し垂直に並ぶ。第８腹節背面の刺毛基板の長さは
同節の気門長と同長もしくはより長い。高倍率下（×115）では、表皮は顆粒状を呈する。

【ハスモンヨトウ】

頭幅0.3mm程度。地色は白色で、目立った斑紋を欠くが、脱皮直前になると第１腹節
側面に１対の赤い小斑が現れる（図４、５） 。頭部は黒色。腹部背面の刺毛基板は黒色で
よく目立つ（図６）。前胸L刺毛２本は体軸に対し垂直に並ぶ。第８腹節背面の刺毛基板の
長さは同節の気門長と同長もしくはより長い。高倍率下（×115）では、表皮の一部が顆粒
状を呈する。

図１．幼虫（背面） 図２．幼虫（左側面） 図３．腹部背面（液浸）

図６．腹部背面（液浸）図５．幼虫（左側面）図４．幼虫（背面）

頭幅0.2mm程度。地色は白色で、明瞭な斑紋を欠く（図７、８）。頭部は黒色。腹部背面
の刺毛基板は黒色でよく目立つ（図９）。前胸L刺毛２本は体軸に対し垂直に並ぶ。第８腹
節背面の刺毛基板の長さは同節の気門長と同長もしくはより長い。高倍率下（×115）で
は、表皮は顆粒状を呈する。

【シロイチモジヨトウ】

図７．幼虫（背面） 図８．幼虫（左側面） 図９．腹部背面（液浸）
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【アワヨトウ】

頭幅0.3mm程度。地色は白色で、背側面に数本の茶色い縦線を持つ（図10、11）。頭
部は茶褐色。腹部背面の刺毛基板は褐色でよく目立つ（図12）。前胸L刺毛２本は体軸に
対 し垂直に並ぶ。第８腹節背面の刺毛基板の長さは同節の気門長と同長もしくはより長
い。高倍率下（×115）では、表皮は顆粒状を呈する。

【オオタバコガ】

頭幅0.3mm程度。地色は黄色～オレンジ色で、明瞭な斑紋を欠く（図13、14） 。頭部は
黒色。腹部背面の刺毛基板は黒色でよく目立つ（図15）。前胸L刺毛２本は体軸に対して
ほぼ斜め45度に並ぶ。第８腹節背面の刺毛基板の長さは同節の気門長より長い。高倍率
下（×115）では、表皮は顆粒状を呈する。

図10．幼虫（背面） 図11．幼虫（左側面） 図12．腹部背面（液浸）

図15．腹部背面（液浸）図14．幼虫（左側面）図13．幼虫（背面）

※スケールはすべて１ｍｍ
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２齢幼虫

【ツマジロクサヨトウ】

頭幅0.5mm程度。地色は白色で、 第１腹節側面に赤い小斑と腹部側面後方を中心に
赤い縦線を有する（図１、２）。縦線の長さには個体差があり、発達して前方まで伸長した
場合は稀に斑紋と融合し、斑紋が識別できなくなることもある。腹部背面の刺毛基板は黒
色、大型でよく目立つ（図３）。高倍率下（×115）でも、表皮は滑らか。それ以外の主な特
徴は１齢とほぼ同じ。

【ハスモンヨトウ】

頭幅0.4mm程度。表皮の地色は白色～灰白色で、第１、２及び７腹節側面に赤褐色の
小斑を有し、第１腹節のものが最も大きい（図４、５)。頭部は淡黄色。腹部背面の刺毛基板
は黒色でよく目立つ（図６）。高倍率下（×115）でも、表皮は滑らか。それ以外の主な特徴
は１齢とほぼ同じ。

図１．幼虫（背面） 図２．幼虫（左側面） 図３．腹部背面（液浸）

図６．腹部背面（液浸）図５．幼虫（左側面）図４．幼虫（背面）

頭幅0.4mm程度。表皮の地色は白色～灰白色で、明瞭な斑紋を欠き、大きさ以外の外
観は１齢幼虫とほぼ同じ（図７、８）。脱皮直後は全体的にやや暗色。腹部背面の刺毛基
板は黒色でよく目立つ（図９）。高倍率下（×115）でも、表皮は滑らか。それ以外の主な特
徴は１齢とほぼ同じ。

【シロイチモジヨトウ】

図７．幼虫（背面） 図８．幼虫（左側面） 図９．腹部背面（液浸）
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【アワヨトウ】

頭幅0.5mm程度。地色は茶色で、背側面に数本の白色の縦線を持つ（図10、11）。頭
部は淡い茶色。腹部背面の刺毛基板は褐色でよく目立つ（図12）。高倍率下（×115）で
も、表皮は滑らか。それ以外の主な特徴は１齢とほぼ同じ。

【オオタバコガ】

頭幅0.4mm程度。地色は黄白色で、背側面にオレンジ色の縦線を有する（図13、14） 。
腹部背面の刺毛基板は黒色、大型でよく目立つ（図15）。前胸L刺毛２本は体軸に対して
ほぼ斜め45度に並ぶ。高倍率下（×115）では、表皮に細かく鋭いトゲが確認できる。それ
以外の主な特徴は１齢とほぼ同じ。

図10．幼虫（背面） 図11．幼虫（左側面） 図12．腹部背面（液浸）

図15．腹部背面（液浸）図14．幼虫（左側面）図13．幼虫（背面）

※スケールはすべて１ｍｍ
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３齢幼虫

【ツマジロクサヨトウ】

頭幅0.7mm程度。通常、地色は赤みを帯びた淡茶色で、 背域・亜背域に白色の縦線
を有する。頭部背面中央に逆Y字型の淡色紋が出現する（図１、２）。第８・９節背面の刺
毛基板は他の節のものよりも明らかに大きく、よく目立つ（図３） 。２齢と同様、第１腹節側
面に赤～赤褐色の小斑と腹部側面後方の赤い縦線を有するが、個体によりしばしば不
明瞭もしくは欠く。高倍率下（×115）では、表皮の一部が顆粒状を呈するが確認はやや
困難。その他の主な特徴は２齢とほぼ同じ。

【ハスモンヨトウ】

頭幅0.7mm程度。地色は灰褐色で、第１、７腹節を中心に亜背域に明瞭な黒い小斑を
有する（図４、５) 。腹部背面の刺毛基板は灰色で小型もしくは不明瞭となり（図６）、第８腹
節背面のものは同節の気門長より明らかに短くなる。その他の特徴は２齢とほぼ同じ。

図１．幼虫（背面） 図２．幼虫（左側面） 図３．腹部背面（液浸）

図６．腹部背面（液浸）図５．幼虫（左側面）図４．幼虫（背面）

頭幅0.6mm程度。地色は灰色～灰緑色で、背域・亜背域に細い白色の縦線を、側面に
太い白色の縦線を有する（図７、８）。側面の縦線の中央部は通常やや赤みを帯びる。腹
部背面の刺毛基板は黒褐色で小さく（図９）、第８腹節背面のものは同節の気門長と同等
もしくは明らかに短くなる。その他の特徴は２齢とほぼ同じ。

【シロイチモジヨトウ】

図７．幼虫（背面） 図８．幼虫（左側面） 図９．腹部背面（液浸）

Ⅶ Ⅷ Ⅸ

6

白い縦線 白い縦線

黒斑 黒斑

白く細い縦線 白く太い縦線



【アワヨトウ】

頭幅0.8mm程度。地色は灰茶色で、背域・亜背域に数本の白い縦線を持ち、外観は２
齢とあまり変わらない（図10、11）。腹部背面の刺毛基板は黒褐色で小さく、あまり目立た
ない（図12）。第８腹節背面の刺毛基板の長さは同節の気門長より明らかに短い。その他
の特徴は２齢とほぼ同じ。

【オオタバコガ】

頭幅0.7mm程度。地色は茶色～茶褐色で、背域・亜背域に白色の縦線を有する（図13、
14） 。頭部の色は淡褐色など変異が大きい。腹部背面の刺毛基板は黒色で非常に大き
く、よく目立つ（図15）。前胸L刺毛２本は体軸に対してほぼ平行に生ずる。その他の特徴
は２齢とほぼ同じ。

図10．幼虫（背面） 図11．幼虫（左側面） 図12．腹部背面（液浸）

図15．腹部背面（液浸）図14．幼虫（左側面）図13．幼虫（背面）

※スケールはすべて１ｍｍ
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